
１．基本情報
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２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

平成３０年度　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 社会保障制度の堅持

単位施策名称 福祉医療の充実

施策の
方向性

●経済的負担が大きい子育て世代などに対して、各種支援・給付制度により、負担軽減を
図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

1
助成制度を利用で
きる子どもの推定
数

人

目標値 3,280 5,547 5,588 5,629 5,670

実績値 3,242 3,309 5,569 5,769 0 0

2

目標値

実績値

0達成状況 達成 達成 達成 0

目標値

達成状況

4

目標値

達成状況

3 実績値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

助成制度の対象年齢の児童数が増えているため、目標を達成できました。今後も増え続けるよう
に、子育て施策の充実を図っていきます。

助成制度の広報・啓発の充実を図ると共に、「ネウボラふちゅう」等による切れ目のない子育て支
援の充実を図るなど、総合的な支援メニューの充実を図ります。

作成担当部長 福祉保健部長  山西　仁子

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとしま
す。



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

子ども医療費助成事業 135,617

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

重度心身障害者医療費給付事業 134,297

ひとり親家庭等医療費給付事業 22,534

合計 292,448



１．基本情報

政策体系

1

5

2

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

決算 135,617 0 36,699 0 0

当初予算 153,225 0 46,116 0 0 107,109

98,918

指標の設定方法
経済的負担の軽減及び重症化を防ぐため、助成制度を利用できる子どもの推
定数を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

目標値

実績値③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

3,309 5,569 5,769

実績値

目標値

R1年度 R2年度

①
助成制度を利用できる子ど
もの推定数

人

目標値 3,280 5,547 5,588 5,629

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 達成 達成 達成

5,670

実績値

活動計画 活動実績
○

○

県内の医療機関で子どもが保険診療を受ける際、町
が設定する自己負担額を除き、医療費の支払いを行
わず診療を受けられるよう対象者に「子ども医療費
受給者証」を交付します。なお、県外の医療機関で
受診した場合は、医療機関に支払った医療費の払い
戻しを行います。
　対象医療費：小学生までは通院及び入院
　　　　　　　中学生は入院
ホームページ及び広報で制度の案内を行い、認定対
象者の申請もれを防ぎます。

○

○

府中町に住所のある子どもが保険診療を受ける際、
小学校就学前は医療費の2割、小学生・中学生は医療
費の3割を保護者等が自己負担することに対して、そ
の一部または全部を助成しました。
　未就学児受給者数 3,394人
　小学生受給者数   2,360人
　中学生受給者数      15人
ホームページ及び広報で制度の案内を行い、認定対
象者の申請もれを防ぎました。

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 社会保障制度の堅持

単位施策 福祉医療の充実

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 子ども医療費助成事業 事業番号 152101

担当部署名 福祉保健部 子育て支援課、保険年金課

子どもが医療機関等で保険診療を受ける際、小学生までは入通院、中学生は入院を対象として、保護者に対し
て、医療費の自己負担分の一部又は全部を助成します。



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま
す。

事業継続

広報、ホームページで引き続き周知を図っていきます。

作成担当部長 福祉保健部長  山西　仁子

今後の方向性 事業継続

広報、ホームページで引き続き周知を図ります。

作成担当課長 子育て支援課長  新見 公平

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

実施事業の周知ができており、目標を達成しました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性

実施事業の周知ができており、目標を達成しました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）


